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デイジーフラワー（Bellis perennis 花部）の機能性成分の探索 (3)―肝細胞内中性
脂肪蓄積抑制活性フラボノイド成分―
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【目的】我々はこれまでに，キク科 (Asteraceae) 植物デイジー (Bellis perennis L.)
花部の MeOH 抽出エキスにオリーブ油負荷マウスにおける血中中性脂質上昇抑制
およびリパーゼ阻害活性作用を見い出し，その活性成分として perennisoside I およ
び IIなどのサポニン成分を明らかにしている.1,2) 今回，糖尿病をはじめとする種々
生活習慣病の増悪因子のひとつと考えられる脂肪肝の抑制物質の探索を行った結
果，デイジーフラワー含有フラボノイド成分に肝細胞内中性脂肪 (TG) 蓄積抑制
活性を見い出したので報告する．
【実験・結果】実験はヒト肝癌細胞 HepG2 を使用して行い，5% (v/v) oleic 
acid-albumin (OA) 含有 MEM で培養することで惹起される細胞内中性脂肪含量
を定量することで行った．デイジフラワーから得られた成分について本実験によ
り中性脂肪蓄積抑制活性を検討したところ，血中中性脂質上昇抑制活性成分とし
て得られた成分とは異なり quercetin 3-O-β-D-glucopyranoside (1) や isorhamnetin 
3-O-α-L-rhamnopyranoside (2)
などのフラボノイド配糖体成
分および  chlorogenic acid (3)
に有意な中性脂肪抑制活性を
認めた (Table 1)．
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Table 1.  Effects of 1—3 on OA-induced TG 
accumulation in HepG2

Treatment (conc. 100 μM) TG/protein (% of control) 
quercetin 3-O-Glc (1) 88.6±1.7* 
isorhamnetin 3-O-Rha (2) 79.9±4.5** 
chlorogenic acid (3) 74.2±8.4** 
N=4, Mean ± S.E.M., *p<0.05, **p<0.01 vs. control. 


